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新
年
を
迎
え
、
春
が
待
ち
遠
し
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
陽
来
復
の
春
を
迎
え
る
た
め
に
、

二
月
三
日
は
「
開
運
厄
除
」
の
神
様
と

し
て
名
高
い
、
当
社
の
節
分
祭
追
儺
式

へ
の
ご
参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
「
二
十
四
節
気
」
で
は
、
春
夏
秋
冬
は
、

立
春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
で
区
分
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
の
最
終
日
が
「
節
分
」

で
す
。
季
節
の
か
わ
り
目
に
は
邪
気
が

生
じ
る
と
さ
れ
、
中
で
も
「
冬
の
節
分
」

は
、
季
節
と
、
年
の
変
わ
り
目
で
あ
る

こ
と
か
ら
特
に
重
視
さ
れ
、
邪
気
を
祓

う
「
追つ
い
な
し
き

儺
式
」
や
「
豆
ま
き
」
の
行
事

が
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
神
社
の
節
分
祭
は
、
ま
ず
前
夜
の

二
月
二
日
十
九
時
三
十
分
よ
り
芦
ノ
湖
・

元
箱
根
湾
で
「
冬
景
色
花
火
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
澄
み
渡
っ
た
夜
空
を
背
景

に
鮮
や
か
に
開
花
す
る
冬
花
火
を
お
楽

し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

　

翌
二
月
三
日
十
一
時
、
第
一
鳥
居
か

ら
箱
根
神
社
へ
向
け
て
行
列
が
出
発
。

列
を
成
す
の
は
、
宮
司
を
先
頭
に
足

柄
山
の
金
太
郎
で
有
名
な
坂
田
金
時
、

山や
ま
う
ば姥
、
方ほ
う
そ
う
し

相
氏
、
親
王
・
太
政
大
臣
・

右
大
臣
・
左
大
臣
・
源
頼
光
を
は
じ
め

御
年
役
の
方
々
で
す
。

　

十
一
時
三
十
分
、
箱
根
神
社
の
御
本

殿
で
節
分
祭
を
斎
行
の
後
、
十
二
時
よ

り
神
楽
殿
で
追
儺
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

前
庭
を
所
狭
し
と
暴
れ
ま
わ
る
鬼
を

方
相
氏
が
桃
弓
で
芦
矢
を
放
ち
、
金
時

が
豆
打
ち
で
追
い
払
う
と
、
宮
司
の
福

授
豆
撒
き
を
皮
切
り
に
、
所
役
や
御
年

役
が
続
々
と
神
楽
殿
へ
進
み
、
盛
大
に

福
豆
が
撒
か
れ
ま
す
。
今
年
も
、
こ
の

中
に
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
福
授
券
が

入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
楽
し

み
に
。
さ
て
、
堪
ら
ず
社
頭
を
逃
げ
出

し
た
鬼
は
？
と
見
れ
ば
、
芦
ノ
湖
上
を

水
上
ス
キ
ー
で
暴
れ
廻
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
こ
れ
は
と
、
皆
で
追
掛
け

湖
上
鬼
追
い
が
始
ま
り
ま
す
。
湖
岸
に

坂
田
金
時
を
は
じ
め
と
す
る
武
士
団
が

陣
取
り
、
打
ち
豆
船
に
は
公
卿
・
御
年

役
が
乗
船
し
て
暴
れ
ま
わ
る
鬼
を
挟
み

撃
ち
に
、
た
ま
ら
ず
鬼
が
退
散
す
る
と
、

芦
ノ
湖
上
を
水
上
ス
キ
ー
で
お
祓
い
し

て
邪
気
を
祓
い
、
一
陽
来
復
の
春
を
迎

え
る
準
備
が
め
で
た
く
整
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
神
社
前
庭
で
は
宮
中
献
上

品
で
、
今
が
旬
を
迎
え
る
芦
ノ
湖
産
公わ
か

魚さ
ぎ

の
ア
ツ
ア
ツ
フ
ラ
イ
や
、
御
神
酒
、

名
産
の
三
島
コ
ロ
ッ
ケ
等
が
振
舞
わ
れ

ま
す
の
で
こ
ち
ら
も
是
非
お
楽
し
み
に
。
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御
年
役
（
年
男
年
女
）
は
節
分
祭
追

儺
式
で
所
役
と
共
に
、
境
内
や
芦
ノ
湖

で
暴
れ
ま
わ
る
赤
鬼
や
青
鬼
を
打
豆
で

追
い
払
い
、
福
を
招
く
、
重
要
な
役
ど

こ
ろ
で
す
。

　

皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
御
年
役
と
し
て
節

分
祭
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
厄
災
を
祓

い
福
を
招
き
、
箱
根
大
神
様
の
御
加
護

の
も
と
、
こ
の
一
年
を
元
気
で
健
康
に

お
過
し
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

節
分
祭
に
御
年
役
と
し
て
参
加
で
き

な
い
皆
様
に
は
、
二
月
三
日
の
当
日
に
、

ご
家
庭
や
職
場
等
で
打
豆
が
で
き
る
よ

う
に
、
お
祓
い
し
た
福
桝
・
福
豆
等
を

予
め
お
送
り
致
し
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
・

職
場
等
で
豆
ま
き
を
行
い
、
厄
災
を
祓

い
大
き
な
福
を
お
招
き
下
さ
い
。

　

ま
た
、
節
分
祭
で
厄
除
開
運
・
除
災

招
福
・
生
業
繁
栄
の
祈
願
を
奉
修
し
た

御
神
札
は
、
お
祭
り
の
翌
日
に
お
送
り

致
し
ま
す
。

　

御
年
役
の
お
申
込
は
厄
年
の
方
に
限

ら
ず
受
付
て
お
り
ま
す
。
申
込
書
に
初

穂
料
（
金
壱
万
円
）
を
添
え
て
社
務
所

ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
案
内
状
と
申
込

書
を
お
送
り
致
し
ま
す
。
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節分祭追儺式
（２月３日）

湖上の豆まき

節
分
祭
御
年
役

  

お
申
込
の
ご
案
内節分祭の詳細は

ホームページを
ご覧下さい

節
分
祭
追
儺
式
と

冬
景
色
花
火
大
会
の
ご
案
内

湖上鬼追い

冬景色花火大会


